
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長中だより 第２号 

令和５年 ５月３１日（水） 

学校教育目標：個の能力を伸ばし、自立して社会の形成者となるための資質を養う教育の推進 

「当たり前が幸せと知った」～東日本大震災津波伝承館を見学して～ 

                                 校長 雨 澤 啓 司 

 

 ５月１４日～１６日の２泊３日、３年生の見学旅行を実施しました。２日目、５月１５日の午前中、 

岩手県陸前高田市にある「東日本大震災津波伝承館」を見学してきました。もう１２年の歳月が経過 

していますが、私たちが決して忘れることができない未曾有の大震災が 2011年３月１１日に発生 

し、大津波により多くの尊い命を失いました。この悲しみを繰り返さないためには、知恵と技術で備 

え、自ら行動することにより、様々な自然災害から命を守り、そして、自然災害を乗り越えていくこ 

とが重要です。この「東日本大震災津波伝承館」は、先人の英知に学び、東日本大震災津波の事実と 

教訓を世界中の人々と共有し、自然災害に強い社会を一緒に実現することを目指しています。そして、 

大津波を乗り越えて進む姿を、支援への感謝とともに発信しているそうです。この建物の近くには、 

TVの映像でご覧になったことがある方もいらっしゃると思いますが、「奇跡の一本松」がありまし 

た。かつて太平洋につながる広田湾に面した高田松原は、３５０年に渡って植林されてきた約７万本 

の松の木が茂り、陸中海岸国立公園（現三陸復興国立公園）や日本百景にも指定された景勝地でした 

が、地震による津波の直撃を受け、ほとんどの松の木がなぎ倒されて壊滅しました。しかし、松原の 

西端近くに立っていた一本の木が津波に耐えて、立ったままの状態で残ったことから、東日本大震災 

が陸前高田市のみならず広く東日本の太平洋沿岸地域一帯に甚大な被害をもたらした中にあって、こ 

の木は震災からの復興への希望を象徴するものとして捉えられるようになり、「奇跡の一本松」や「希 

望の松」などと呼ばれるようになりました。７万本分の１本となったこの木の存在は、被災した人々 

にとって真に「希望の光」となったと言えます。「災害は忘れた頃にやってくる」という言葉もありま 

すが、私たちもいつ、どんな場面で災害に見舞われるかもしれません。「備えあれば憂い無し」とも 

いいますが、普段から頭の片隅に意識しておく大切さを学びました。また、「日常の当たり前が、いち 

ばん幸せ」ということも強く感じることができ、日々の「当たり前に感謝すること」を忘れてはいけ 

ないと改めて思うことができました。 

「いきものがかり」という二人組の音楽グループが歌う曲に『心の花を咲かせよう』という楽曲が 

あります。その歌詞の中には、『日常の日々こそ奇跡 僕等が紡いでいく奇跡 探すのは「特別」で 

はなく日常という名の目の前の奇跡』というフレーズがあります。当たり前と思う「日常」は奇跡で 

あると感じるとともに、日常に感謝する気持ちを持ち続けたいと思います。また、本校生徒も学校祭 

等で歌う、合唱曲『群青』にも、『当たり前が幸せと知った』という歌詞があります。日常に起こる 

様々なことに不平、不満を感じる瞬間はあるものですが、その前に『当たり前を幸せ 

と感じる』心や『当たり前に感謝する』気持ちを持ち続ける『日常生活』を過ごして 

いきたいと強く心に思います。『群青』には、「涙のあとにも見上げた夜空に 希望が 

光ってるよ」というフレーズもあります。困難を受け止め、物事を前向きに捉え、た 

くましく生きていく姿を、本校生徒にも是非身に付けて欲しいものです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １日（木）第２回補助教材費振替日 

２日（金）体育大会 

 ３日（土）渡島中体連陸上、卓球ヤサカ杯 

６日（火）委員会 

７日（水）職員会議、１年心臓検診 

８日（木）職員研修 

１４日（水）校内研修 

１５日（木）３年長高オープンスクール 

２０日（火）渡島中体連各種大会（～21日） 

２５日（日）吹奏楽祭 

２７日（火）第３回スキルアッププロジェクト 

２８日（水）会議日、１年眼科検診 

見学旅行 ～ 思い出に残る楽しい見学旅行にしよう ～  

 ５月１４日（日）から２泊３日で東北方面の見学旅行に行ってきました。今回の日程は次のとおりです。 

〈１日目〉  ７：００ 学校出発 → 仙台市内自主研修 → ホテル（仙台市） 

〈２日目〉  東日本大震災津波伝承館 → 猊鼻渓 → 中尊寺 → ホテル（盛岡市） 

〈３日目〉  盛岡手づくり村 → １５：５０ 学校到着 

日頃できない体験をし、集団で共に活動することで、ひとまわり大きく成長したの 

ではないでしょうか。また、多くの仲間との絆も深められたことと思います。スローガン「思い出に残る楽

しい見学旅行にしよう」を達成することができたことでしょう。 

これから事後学習を行い、この旅行で学んだことをまとめていきます。発表を聞くのが楽しみです。 

 

 

 

 

 

 

 

『見学旅行を終えて』                        ３年Ａ組 大瀧 莉瑚 

 私は見学旅行で学んだこと、楽しかったことが沢山ありました。 

 一つ目は、自主研修でのことです。自主研修では予定していた９つ中の４つのところに迷ってしまったり、時間

がなくなって行けませんでした。でも副班長の樹里さんが、ここは辞めようなど言ってくれてハプニングもありました

が、無事に自主研修を終われてよかったなと思いました。 

 二つ目は、震災伝承館や中尊寺でのことです。説明している人の方を見て、集中して話を聞いたりしていてみ

んな流石だなと思いました。 

 三つ目は、猊鼻渓での舟下りです。舟下りでは雨が降っていて舟に屋根がついて晴れたキレイな空は見られな

かったですが、雨でもとてもキレイな風景でした。川にいる魚に餌をあげるつもりが 

近くにいたカモに餌を沢山あげていたり、運玉投げでは、健瑠さんがギャンブルを 

していて面白かったです。 

 四つ目は、手づくり村です。手づくり村では、一度はやってみたかった陶器を 

やってとても楽しかったです。 

 来年は、この学年みんなで行くことはできないけども、高校生になるまでみんな 

との学校生活を大事にしようと思いました。 


